
このたびは第7回軽便鉄道模型祭記念エッチング板をお買い上げいただ
きありがとうございます。
　今回の題材は、松岡産業製の10tクラスDL。というよりは“木曽の関
電10t”と言った方が早いでしょう。
　木曽の王滝森林鉄道では、営林署による伐木輸送のほかに、関西電力
が沿線に有する水力発電所の保守管理のために自前の車輛を用意して列
車を運行していました。その中の1輛がこの機関車で、機構的にはあり
ふれた鋳物台枠機ですが、外観は上松運輸営林署の主力であった10t機
（酒井C4）に影響されたとおぼしきキャブフォワード・スタイルを取り
入れているのが特徴。しかしながらその風貌は“鉄仮面”とでも言いた
くなる四角四面で朴訥としたものでした。
　この製品は車体の基本部分のみのキットであり、動力や各種ディテー
ルは"おまかせ"となりますが、ぜひ各自の創意工夫でお楽しみ下さい。
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※注意：このキットは製品の特性上ある程度の経験者向けであり、小さ

なお子様や工作知識のない方には適しませんのでご留意ください。

■■■■推奨動力装置推奨動力装置推奨動力装置推奨動力装置
○アルモデル　アルパワー16A
○クラフト　アクリルシャシー動力 WB16-9.0A
○モデルスイモン(乗工社) パワーユニットPU101 （※モーターをア
ルモーターRS-0811SまたはKATO Bトレ動力用に要交換）
■■■■そのそのそのその他別途購入品他別途購入品他別途購入品他別途購入品
【【【【必須必須必須必須】】】】
○車体/台枠固定用ビス　M1.4ｘ2mm 4本
○動力取付用ビス
・アルパワー：（製品にタッピングビス付属のため不要）
・クラフト：M1.4小頭タイプx2mm 2本（製品付属のM1.2ビスは

組立組立組立組立てのてのてのての前前前前にににに
・パーツの切り離しは、歪みが出ないよう注意深く行ってください。工具
はマイクロタイプのニッパー、エッチング鋏、爪切りを推奨。
・板の折り曲げは、特記以外スジ彫りが内側になるようにします。
・組立にはハンダ付を推奨しますが、場所によっては瞬間接着剤／エポキ
シで代用しても差支えありません。
・タップ立てが必要な箇所があります。M1.4のタップをご用意下さい。
・ディテールの追加がしやすいように以下の箇所にポンチマークがありま
す。[ボンネット天板裏面：排気管用・手スリ用／ボンネットカウル裏
面・キャブ扉裏面：手スリ用／キャブ側板前端窓下裏面：バックミラー用
／ラジエターグリル内板裏面：標識灯用／台枠四隅表面：ボルト用］
・塗装は脱脂洗浄、プライマーで下処理ののちおこなってください。実物
の色に準ずる場合、鉄道模型用塗料なら車体上半：ブドウ色2号、下半：
湘南オレンジ、台枠：湘南グリーンが近似ですが、微妙な色調の再現は各
自研究のこと。

 BODY KIT for HO Scale / G=9mm BODY KIT for HO Scale / G=9mm BODY KIT for HO Scale / G=9mm BODY KIT for HO Scale / G=9mm

上の図はエッチング板のランナーとゲートを除いた状態です。これを参考に、位置決め用の突起をバリと間違えて切り落とさないよう注
意して下さい。また、一見して用途の判断しづらいパーツについては下記のように色つきで示してあります。
■赤：ヘッドライトステー 取付間隔治具付: 3組（うち予備1組）／単体予備4個　■桃：キャブ寄り軸受上ステップ 4個（内予備2個）
■青：ケーディー不使用時エンドビーム塞ぎ板 5個（内予備3個・台枠ステップ裏打ち板に流用可）　■紫：キャブ正面窓下通風孔フタ
3個（うち予備1個）　■茶：ピンリンクカプラー（本体予備1組分、バッファと台座は予備2個）　■緑：おまけ  バックミラー 大2
個・小2個・円形4個
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不使用）
・PU101：M1.4x.1.5mm 2本（モーター取付用。2mm長で代用の
場合は他にt0.3～0.5のワッシャ2枚要）、M1.4x4mm 2本
【【【【任意任意任意任意】】】】
○排気管：φ1.0のパイプなど
○手スリ、ワイパー、バックミラー柄：φ0.3前後の線材
○ヘッドライト：各社オワン型・砲弾型(アルモデルHOﾅﾛｰ用など)
○テールライト：アルモデル 円盤付テールライト など
○台枠端部ボルト：φ0.5の線材など
○カプラー（キットのピンリンク式以外を使用の場合）：ケーディー
(マイクロトレインズ) ＃1025、各社朝顔タイプ

16.116.116.116.1
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●●●●床板床板床板床板のののの動力取付部動力取付部動力取付部動力取付部のののの補強補強補強補強

使用動力に合わせて床板の不要部分をカットした
ら、適当な真鍮板（余剰のランナー等）で残した
部分を補強することをお勧めします。ただし、車
体を被せた際に車体側の雌ネジを切ったステーに
当たらぬよう取付位置には注意して下さい。

●PU101●PU101●PU101●PU101使用時使用時使用時使用時のののの注意注意注意注意

・イモン（乗工社）PU101を
使用する場合、イモンミニモー
ターやキドマイティーのままで
は車体に収まらないため、筐体
寸法8x11mmクラスの小判型
モーター（アルモーターRS-
0811SまたはKATO Bトレ動
力用）に交換する必要がありま
す。ウォームギアは、イモン版
のPUの場合はそのまま使えま
すが、乗工社時代の孔径φ1.5
ウォームの場合は、スリーブと
してφ1.0x1.5パイプを噛ませ
て下さい。
・フレームはモーター押さえ爪

■■■■基本的基本的基本的基本的なななな組立組立組立組立てはてはてはては、3、3、3、3頁目頁目頁目頁目（2（2（2（2枚目枚目枚目枚目））））のののの展開図展開図展開図展開図をををを参照参照参照参照のうえのうえのうえのうえ進進進進めてくださいめてくださいめてくださいめてください。。。。
　　　　ここではここではここではここでは補足説明補足説明補足説明補足説明とととと、、、、動力動力動力動力のののの装着装着装着装着におけるにおけるにおけるにおける注意点注意点注意点注意点をををを述述述述べますべますべますべます。。。。

・キャブのボンネット側妻板は、中
央下半の部分を外側（窓枠表現のあ
る側）に向けて折り返します（他の
パーツと違い、スジ彫りが外側にな
る折り方になります）。
・キャブの屋根裏には細かく曲げス
ジが入っていますが、もともと屋根
Rがかなり浅いため、側板を普通に
指先で折り曲げるだけて屋根には適
切なRがつきます。

を少しだけ根元を残してカットし、当キット付属の取付板を瞬間接着剤またはエポキシで接
着します。
・モーター取付にはM1.4x1.5mmのビスを使用しますが、その長さが入手できない場合は
2mm長のビスにに厚さt0.3～0.5のワッシャを挟んで調整します。
・8x11mmのモーターは、イモンミニモーター等に比べると定格電圧が低くトルクも細い
ため、スムースに走らせるにはフレーム摺動部や集電ブラシの入念な調整が必要です。がん
ばって下さい。

床板は中央のみ切除。動力はスパーギヤ
側をラジエター寄りにして取付。赤丸部
にM1.4タップ。動力側“フランジ”の孔
は予め拡げておく。

床板はキャブ側のみ切除。取付は4mm長
のビスでプラフレームのモーター背後の
孔2ヶ所から床板青丸部の孔を介し車体の
キャブ裏側の雌ネジに共締め。

床板は中央とボンネット寄りの2枚を切
除。動力はモーターをラジエター寄りに
して取付。赤丸部にM1.4タップor動力付
属のタッピングビスでネジ切り。

アルパワー16アルパワー16アルパワー16アルパワー16AAAA クラフト クラフト クラフト クラフト WB16-9.0AWB16-9.0AWB16-9.0AWB16-9.0A PU101PU101PU101PU101

ヘッドライトステーは、2個がラン
ナーで繋がっているものをキャブに
挿し込みハンダ付してから間のラン
ナーを切り取って仕上げます（失敗
した場合は単体の予備を使って下さ
い）。

※※※※なお、各動力装置の実際のホイールベースは、上図に記した通りスケール(＝16.1mm)とは微妙に異なります。
また、動輪径についても、スケールで約φ7となるのに対しいずれも若干小さめとなっております。予めご留意下さい。

軸受はランナーに付いた
状態のままハンダ付して
から切り離すようにする
と位置決めが楽です。

16.516.516.516.5 16.016.016.016.0 15.615.615.615.6

バックミラー取付参考(作
例：栗島松雄)。現役最末期
は(→)のごとくキャブ左が
(小)、右が(大)。それ以前は
左右とも(小)で、さらに左に
は補助の(丸)も付きました。
一方ラジエター側は一貫して
右側に(丸)一本だった模様
(↓)。

●●●●動力装置動力装置動力装置動力装置のののの組込図組込図組込図組込図とととと床板加工対応表床板加工対応表床板加工対応表床板加工対応表

モーターはアルモーターはアルモーターはアルモーターはアルRS-RS-RS-RS-
0811S0811S0811S0811Sのののの場合場合場合場合、、、、このこのこのこの
面面面面にににに『077』『077』『077』『077』のののの印字印字印字印字
がががが来来来来るようにるようにるようにるように

外ランナーの下
端部に設けた切
欠き(赤枠内)は、
キャブ正面塗り
分け用のテンプ
レートとして利
用できます。

写真の床板はPU101使用の場合



外側に
折り曲げ

●●●●組立図組立図組立図組立図

※ヘッドライト
/テールライト
は別売

★ボンネットの肩の部分は、微妙なRがつくように
折スジを意図的に硬くしてありますので、必ず万力
ないしは タミヤ『エッチングベンダー』等の特殊
プライヤーで側面部分を確実にホールドしながら折
り曲げて下さい。

M1.4タップ立てる
（上/下回り固定用）

排気管（別売）は天
板に孔あけ後取付

ラジエター部ステー中央
の孔は、ケーディー等使
用の場合、取付ビス突き
出しを逃げるため孔径を
φ1.5以上に拡げておく。

胴体はこの並び順（左右不問）通りに
重ねてハンダ付

付属ピンリンクカプ
ラー使用時は塞ぐ
（反対側も同様）

軸受台座（台枠裏打）板：
　方向性あり。スリットのある方がキャブ側。

ボンネット天板/カウ
ル先端とラジエター
内板はツライチ

この線とキャブ側板
下端ツライチ

上/下回り
固定はM1.4
ビス（別売）で

ライト類・排気管を付け足すだ
けの最低限の素組みの場合を示
します。

台枠側面蹴込
みステップは
好みにより裏
打ち（余剰塞
ぎ板、ラン
ナー等で）

●●●●がんばってピンリンクカプラーをがんばってピンリンクカプラーをがんばってピンリンクカプラーをがんばってピンリンクカプラーを
組組組組みみみみ立立立立てるてるてるてる場合場合場合場合

●●●●上回上回上回上回り ラジエターり ラジエターり ラジエターり ラジエター側見取図側見取図側見取図側見取図

★床板の切り取り方は使用
動力により異なります。
別紙『動力装置の組込図と
床板加工対応表』参照。

車体への
取付は端
梁中央下
端に台座
下端ツラ
イチで

バッファは
軽くR
つける

この突起は外板・内板
ハンダ付後に除去（他
3ヶ所も同様）

ピン孔は組立後に使用するピン
の太さにあわせ適宜拡大

エンドビーム(端梁)
はキャブ側が4段ス
テップ、ラジエター
側が3段ステップな
ので注意。

台枠ランボード：
方向性あり。差込用の突起
が細い方がキャブ側。

M1.4タップ立てる
（ケーデイーないし市販朝顔タイ
プ取付の場合）



木曽の関電松岡10tDL車体エッチング板 説明書  (C)軽便鉄道模型祭事務局（文責：cjm）　2011.10.2初版 / 10.5訂補

謎多き関電の

かつて木曽にいた、関西電力のキャブフォワード型
10t級DLは、今もって不明点の多い機関車です。
　『木曽谷の森林鉄道』の著者としておなじみ西 裕
之さんによれば、現役時代にファンの間でその氏素
性を知る者は誰一人としていなかったといいます。な
ぜならこの機関車にはどこにも製造銘板が付いてお
らず、さらには台枠や軸受などにメーカー/ブランド
を示す陽刻も無かったため、個体そのものからは特
定が困難だったためです。
　この機関車の製造を実際に手がけたのが松岡産
業である、というのも後年西さんの調査によって判明
したことで、同社の機関車の製造が途絶えてしばらく
経ってからスポット的に受注したものだとか。
　製造年次は、1970年に撮影された写真が存在する
ことから、1960年代の末頃と思われるも推測の域を
出ず、明確な諸元も判っていないのが実情です。
　スタイルをキャブフォワードとした辺り、明らかに営
林署の酒井C4の影響が見て取れますが、お世辞に
も洗練されたデザインとは言いがたく、現役時代に
はファンから『C4モドキ』『関電の鉄仮面』などと呼ば
れていた由。
　いずれにしても、産業用の内燃機としては、その
ヴェールに包まれた生い立ちも相まって珍品の部類
に属する一台。ぜひ模型の世界でお愉しみいただ
ければ幸いです。 ▲滝越発電所構内の庫にて憩う。こちらのサイドは台枠のほぼ全長にわたってエアブレーキの配管が

這っているのが目を惹く。1977.4　P：山廣康夫1977.4　P：山廣康夫1977.4　P：山廣康夫1977.4　P：山廣康夫

王滝本線の末期における関電の列車は、大島を起点に滝越・三浦両発電所への資材と関係者の輸送が主な
任務。DL牽引の列車は客車をしんがりとした数輛のミキストであることが多く、10t級の松岡では力を持
て余しぎみだったかも知れない。山へ向かう下りは僚機の加藤7tと続行運転、空荷の上りは左写真のよう
に松岡と加藤が重連で貨客車をまとめて従えて下りてくる、というパターンがよく見られたという。左：
氷ヶ瀬付近をゆく上り列車　上：大鹿に停車中の下り列車　1974.8　P：須々木裕太1974.8　P：須々木裕太1974.8　P：須々木裕太1974.8　P：須々木裕太

▲左：'73年まではキャブ正面窓下の通風口がなく、塗り分け線もストレートである。／右：夏場は他の営林署の機関車と同様、側面のカウルは全開であることが多
かった。エンジンは日野の6気筒ディーゼル（形式不祥）、変速機はトルコン。台枠左側に提がっているのは予備のドローバー。ともに大鹿にて  1973.8　P：宮坂和人1973.8　P：宮坂和人1973.8　P：宮坂和人1973.8　P：宮坂和人

プロトタイプのこと

キャブフォワード


